
ネジ式トップピボット（B型） 逆取付図
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化粧板 1mmt

マイナスドライバでトップピボットのシャフ
ト 高 さ 調 整 ネジ を 操 作 する 場 合 は 、
300mm以上の空間を設けてください。
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突起※

突起※

調整ネジをねじ込みすぎない様、
ご注意願います。
スパナ先端にて４Ｋｇｆ以上の
力で回さないでください。

注　　意

●逆トップピボット操作用スパナ
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（単位: mm）

●天井とドアとの空間が広い場合

●天井とドアとの空間が狭い場合

調整ネジ操作用窓 ドア厚 65mm以下
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上枠のＨ寸法（左図）が小さくトップピボットが納まらない時には逆に取
り付けてもご使用できます。

天井とドアとの空間が狭くマイナスドライバでトップピボットのシャフト
高さ調整ネジを操作できない場合は、ドアに操作用窓（左図）の切り欠
きを設けてください。調整ネジは、専用スパナ（オプション）を使用し操
作できます。（逆トップピボット操作用スパナ）また、調整ネジ操作用窓
の化粧カバーとして化粧ゴムプレートをご用意してありますのでご用命
ください。なお、専用スパナで無理にまわし過ぎないでください。破損の
原因となります。（上記化粧ゴムプレート角型（小）をご参照ください。）
専用スパナは、別途ご用命ください。

逆取り付け用の化粧板（オプション）もご用意してありますので別途ご用
命ください。

※トップピボットの作業終了後、必ず左図に示す突起が出ていることを
　指で触って確認してください。

●納期、価格についてはお問い合わせください。

左右開き勝手の確認

受座は必らずドアを閉めた時に座の溝のア－ル
側が吊元側になるように設置ください。
(ア－ル方向を間違えますと本体の故障の原因と
なります。）

スライド受座の座は座板に対してスライドでき
ますので下げふり等にてトップピボットとの芯を
出してください。

芯出し後、座と座板とは鉄筋等を介して躯体等
と固定するよう確実に溶接してください。（受座
には大きなねじれ力が加わります。座の全周4
面10ｍｍ以上確実に溶接ください。）

受座の取り付け

取り扱い上のご注意

トップピボットの取り付け

下記表に従って補強板、チャンネル
板の補強を行なってください。

ご使用するドアへの補強

　たたいたり落したりしないでください。
　下部脚をまわしたりしないでください。
　溶接で取り付けないでください。
　下部脚のテーパー部分をけずらないでください。

中心吊型本体
左開き（L）

閉扉速度調整窓

補強板
型式表示ラベル

チャンネル板

R・L表示ラベル
型式表示ラベル

スプリング
調整窓

開く方向

開く方向

中心吊型本体

品 名
板 厚 補強板チャンネル板の

板厚(mm)

AFD-8KH
AFD-12H
AFD-14H

2.3以上

3.2以上

4.5以上

トップピボットの取り付けは必ず扉製作後に行い、トップピボットを取り付けた状態で扉への溶接はしないでください。
シャフトが上手く入らず扉の転倒事故の原因となります。

ドアおよびオートヒンジの開き勝手は、次の要領で確認してください。

ドアの調整窓は、開く側にあるかを確認してください。
（標準納まり）

右開き（R）

ラベル色
R ： レッド
L ： ホワイト

塗料等で型式表示が見えなく
なった場合、ラベル表面の保護
シールを剥がしてください。

ご注意 ： 左右勝手を間違えますと故障の原因となります。

AFD-16H
AFD-22
AFD-30

AFD-35A

座
アール

吊り元 吊り元
ドア 戸

先

座板

戸袋

アール

戸袋

（正） （誤）

閉鎖状態

溶接状態

開口部

座
アール

吊り元 ドア 戸
先

座板

戸袋

4面溶接

施工上の注意
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